
　

防
災
訓
練
は
「
午
前
９
時
、
鳥
取
県
西
部

を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
。
日
野
町
で

は
震
度
６
強
を
記
録
し
た
」と
い
う
想
定
で

行
い
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
を
告
げ
る
サ
イ
レ
ン
、
状
況

を
知
ら
せ
る
防
災
無
線
の
合
図
で
開
始
。

内
容
は
、
各
自
治
会
ご
と
に
決
め
ら
れ
て

い
る
仮
避
難
所
に
避
難
す
る
初
動
体
制
の

訓
練
。
参
加
し
た
住
民
約
２
千
人
は
、
自

宅
か
ら
安
全
な
避
難
経
路
を
確
か
め
な
が

ら
避
難
し
、
責
任
者
に
安
否
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

ま
ち
も
、
訓
練
地
震
発
生
後
、
直
ち
に
対

策
本
部
を
設
置
。
住
民
の
安
否
確
認
や
被

害
状
況
の
情
報
収
集
、
関
係
機
関
と
の
体

制
の
確
認
な
ど
災
害
時
に
す
ば
や
く
対
応

で
き
る
よ
う
組
織
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　

訓
練
に
参
加
し
た
人
た
ち
は「
地
震
か
ら

月
日
が
流
れ
、
防
災
へ
の
意
識
が
お
ろ
そ

か
に
な
る
。
こ
う
し
て
訓
練
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
気
を
引
き
締
め
て
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気
持
ち

に
な
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

地
震
災
害
が
大
き
か
っ
た
黒
坂
地
区
で

は
、
２
年
前
に
黒
坂
地
区
連
合
区
内　

自
17

治
会
で
結
成
し
た
黒
坂
地
区
自
主
防
災
委

員
会
（
福
田
和
也
会
長
）
が
、
被
害
を
想
定

し
て
訓
練
を
行
い
、
３
６
１
世
帯
の
６
１

９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

防
災
本
部
は
町
公
民
館
駐
車
場
に
設
置

さ
れ
、
消
火
、
避
難
・
誘
導
、
情
報
、
救
出
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平
成　

年　

月
６
日
、
午
後
１
時　

分
ご
ろ
に
発
生
し
た
鳥
取
県
西
部
地

12

10

30

震
。
日
野
町
は
震
度
６
強
を
記
録
、
町
内
全
戸
が
被
災
す
る
な
ど
大
き
な
被

害
に
遭
い
ま
し
た
。
ま
ち
で
は
、
地
震
が
発
生
し
た
日
を
「
日
野
町
防
災
の

日
」
と
位
置
づ
け
、
全
住
民
を
対
象
に
し
た
防
災
訓
練
を
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら
い
た
い
と
、　
10

月
３
日
（
日
）
に
全
町
一
斉
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
当
日
は
、
全
住
民
約
２
千
人
が
避
難
訓
練
に
参
加
。
訓
練
後
に
は
各

地
区
で
各
種
防
火
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
住
民
が
訓
練
に
参
加

多
く
の
住
民
が
訓
練
に
参
加

防
災
意
識
を
高
め
る

防
災
意
識
を
高
め
る

役
割
分
担
や
連
絡
体
制
も
明
確
に

役
割
分
担
や
連
絡
体
制
も
明
確
に

充
実
す
る
黒
坂
自
主
防
災
委
員
会

充
実
す
る
黒
坂
自
主
防
災
委
員
会

地
震
の
教
訓
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す

●教訓を生かす！　体験を風化させるな！

避難人員を各地区の責任者に報告（黒坂５区自治会）


